
【事務事業調書】
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■事業経費

0

884,000

計　画 実　績

884,000

決　算 決算額

予
　
算

当初予算額

補正予算額

計

差引（一般財源）

その他の特定財源

国庫支出金

県支出金

地方債

受益者負担金

会計 - 款 - 項 - 目 - 事業

10-01-02-003-05-04

事業の分類 既存事業

予算科目
コード

流用額

予算現額

特　記　事　項

特　記　事　項

平成21年度から全学校で実施となった。

金　額 特　記　事　項細　節

参加児童生徒数　　（平成２２年度児
童生徒見込総数）

２，５８７人

細　節 金　額 積　算　根　拠

消耗品費 184,000
水稲・畑作での作物育成のための堆肥・種・マルチ等の消耗品
＠23,000×8校（実績から）

計
画

各学校が、学校付近において米や野菜等の作物をつくる農場を確保し、児童生徒に農業体験を
させる。体験用の農地（水田・畑）を借りて田植えから収穫までの期間を所有者に管理及び作業
委託をお願いする。なお、収穫した作物は授業や学校行事に活用する。

何をどのような方法で実施します（実施しました）か？

事務事業名 体験農場事業費

実
績

担当部課 こどもみらい課
担　当 学校教育担当

サブリーダー 斎藤雅人

財
　
源

どのような成果が現れます（現れました）か？

農業体験を通して、作物を育てる楽しさや、収穫の喜び、生きるものの力を実感し、自ら生産した作
物を食べることにより職の大切さや地産池消への理解を育成することができる。
また、食育の観点からも、普段食している作物とその生産者に対する感謝の念を実感することにな
る。

指　標 目　標　値 達　成　値

委託料 700,000
管理委託　＠20,000×12ほ場
作業委託　水稲＠7,000×60a、畑作＠1,500×30a

0884,000


